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【背景】 

患者は 82歳男性体重 61kgで肺癌にて胸壁

合併切除術検討中で、既知の腹部大動脈瘤、

慢性解離、動脈硬化がある。最近下肢痛が出

現したため血管外科にコンサルトすると動

脈瘤と下肢血流障害の精査のために胸部～

下肢 CTAの依頼を受けたが、手術予定日も

近いため呼吸器外科より可能なら肺動静脈

CTAも合わせて両方撮影して欲しいと依頼

を受けた。 

 

【使用機器】 

 

 

 

 

 

 

 

造影剤自動注入装置は根本杏林堂デュアル

ショットGX７で Bモードに 100mlシリン

ジが使用でき１％刻みで希釈率が変更でき

るようになっている。 

【撮影条件】 

 

【造影条件】 

 

造影タイミング取得法として Test 

injection 法を用いて、Test 時は 20％希釈

造影剤を使用して 50ml を 5ml/s、10 秒注

入でMonitoringを行い、本 scanは同じ量

と注入時間で造影剤を希釈させずに行った。 



 

Monitoringは 1回の注入で 2カ所行う。ま

ず、肺動静脈の見える位置で造影剤注入開

始 5 秒後から Monitoring を行い、下行大

動脈 Peak が終わったところで膝窩動脈の

見える位置へ 6秒間で移動をして、Peakが

終わるまでMonitoringをした。そして、肺

動脈、肺静脈、上行大動脈、下行大動脈、左

右膝窩動脈の計 6 ヵ所の Time Density 

Curve（以下 TDC）を得た。 

 

 

得られたTDCより 1相目は肺動脈Peakか

つ肺静脈が立ち上がるまでに撮影終了し、2

相目は肺静脈 Peak 終了までに撮影するよ

うに設定した。3 相目は下行大動脈の最大

値 Peak から撮影開始するための Delay 

timeを設定し、Monitoring間の Peak時間

差でPitchを調整して撮影時間を決定した。 

 

そのため、1st Delay timeは肺静脈に造影

剤が到達し始める 12 秒までに撮影終了す

るように、撮影時間を引いて 9 秒に設定し

た。 

2nd Delay timeは肺静脈 Peakが終わる 22

秒までに撮影終了するため 2 相目終了時間

から 1 相目終了時間と 2 相目撮影時間を引

いて 2nd Delay timeを７秒に設定した。 

3 相目は下行大動脈 Peak 26 秒から撮影開

始し、撮影時間を下行大動脈と膝窩動脈の

Peak 間 18 秒に撮影範囲を合わせて

Pitch0.35に調整して撮影した。 

 

【撮影画像】 

 

肺動脈と肺静脈のCT値差が 1相目 388HU、

2 相目 356 HU あるため良好な Volume 

Rendering像(以下 VR像)を作成できた。 



 

腹部～下肢血管に関しても平均 CT 値約

580HUで撮影できた。 

２相目と３相目を加算しているため撮影電

圧や撮影タイミングの違いによって

MIP(maximum intensity projection)像で

は CT値に違いができたが、VR像では良好

な全血管が作成できた。 

 

【訴求ポイント】 

 

Test injection 時に 20％希釈造影剤を使用

することで造影剤量を変えずに造影タイミ

ングの正確な取得が可能になることと、そ

れによって、本 scan 時も Test 時と同じ注

入時間で撮影しているため造影剤減量がで

きた。 

また、注入時間が長いことによって膝窩動

脈 Monitoring 時に造影剤の通り過ぎを減

らすことができていると考える。 

腹部から下肢撮影時に低電圧で撮影してい

ることと 2 相目と 3 相目を加算しているた

め撮影範囲の短縮によって被曝低減もでき

ている。 

SIEMEN 社製 CT 装置特有だが、Bolus 

trackingの後に Test bolusを組み合わせる

ことができないため、sequence scanをTest 

bolus 様 に 変 更 し て 連 続 2 カ 所 で

Monitoringできるように変更している。 

 

【反省点】 

 

より被曝低減と造影剤減量のために１相目

と２相目も低電圧撮影を行うべきだった。 

また、今回は希釈造影を造影タイミング取

得目的に行ったため、必要 CT 値になるよ

うに希釈率を変更すればより減量できてい

たと考える。 

 

 


